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平成 26 年度 第 2 回仙台市景観総合審議会 専門部会 議事録

日  時  平成 26年 5 月 13 日（火） 午前 10:00～12:00

会  場  仙台市役所本庁舎２階 第 1 委員会室

出席委員 武山 良三委員、相澤 義博専門委員、阿部 昌孝専門委員、

石井 光二専門委員、高橋 貴美江専門委員、並木 直子専門

委員、増田 聡専門委員、脇坂 隆一専門委員

欠席委員  北村 治専門委員、髙橋 剛彦専門委員

関 係 者  三浦 理（宮城県経済商工観光部観光課）

仙 台 市 村上次長兼計画部長

事 務 局 都市整備局計画部都市景観課

１．開会

事務局 只今より、平成２６年度仙台市景観総合審議会専門部会を開会いたし

ます。私は、本日司会役を務めます都市景観課の早川でございます。よ

ろしくお願いいたします。議事に先立ちまして、本日皆様のお手元にご

用意いたしましたボトルウォーターについて簡単にご紹介させていた

だきます。このボトルウォーターは仙台市水道局が水道水を使って作製

したものです。災害に備えた自助の取り組みとして、ご家庭での水の備

蓄を行っていただくことをお願いいたしますとともに、仙台市の水道水

のおいしさを改めて実感していただき、また、ラベルにありますような

「きらり」と光る仙台の魅力を再発見していただければ幸いです。

それでは、開会にあたりまして、都市整備局次長兼計画部長の村上よ

りご挨拶申し上げます。

２．次長挨拶

村上次長 みなさん、おはようございます。本日は大変お忙しい中、当部会の方

にご出席いただきまして、誠にありがとうございます。震災から４年目

となりまして、楽天の優勝パレード、羽生選手のオリンピックからの凱

旋パレード、この間の日曜日は仙台国際ハーフマラソン、そして、また

今度の土曜日、日曜日には仙台三大祭の１つであります、仙台青葉祭が
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行われます。新緑の一番美しい、仙台の街並みが一番美しく見えるこの

時期に仙台青葉祭が開かれるわけでございますが、昨年も９０万人を超

える人出がございました。実際土曜日が宵祭ということで、土曜日の出

は少なく、本祭の日曜日は６０万人ほどということで、一番歴史のある

仙台七夕祭のピーク時で大体その位の人数なので、かなり多くの人に来

ていただいて、まさに街の賑わい、活気が感じられ、まさに復興への着

実な歩みというものを感じられるような今日この頃と思っております。

青葉祭の中で、ちょっとお時間をいただいてＰＲさせていただきます

と、青葉通カフェというのを、東二番丁と青葉通の北西の角でございま

すけれども、ファーストタワーのアトリウムのところで、青葉通まちづ

くり協議会という地元の方々を中心としたところで、昨年に続いてオー

プンカフェをやっていただくと。青葉通は定禅寺通と並んで、仙台の有

名な通りでございまして、そういった中で、ますます街の賑わいですと

か、元気といいますか、そういったものを地域の方々の中で、引きだし

ていくようなそういった取組みを進めていただいておりまして、青葉祭

の時期にやるということでございますので、もし青葉祭においでの時に

は、ちらっと顔を出していただければ、我々としても大変ありがたいな

というふうに思っております。そして、こういった多くの来訪者の方々

が、これから夏秋冬と立て続けにお祭等があって、いらっしゃるわけで

ございますけれども、杜の都仙台の美しい街並みを楽しんでいただきま

すとともに、本日こうやって専門部会の皆様のお力で、色々なご意見、

ご議論を重ねた中で、来訪者にとってもわかりやすいサイン、その整備

に是非努めてまいりたいと思います。限られた時間の中ではございます

が、色々な忌憚のないご意見をいただければ、幸いと感じます。開会に

あたりまして、簡単ではございますが、私からの挨拶とさせていただき

ます。よろしくお願いいたします。

事務局 続きまして、武山部会長よりご挨拶をお願いいたします。

３．部会長挨拶

武山部会長 皆さんおはようございます。今しがた青葉祭のお話がありましたけ

ど、そういうお祭りが盛り上がっていくというのは、ひとつ都市の地域

力といいますか、総合力が問われるんじゃないかなという風に思いま

す。本日サイン計画の素案が出来てきておりますけども、それを拝見し

ましても、かなり総合性みたいな部分が散見されるかなと思います。そ

もそもサイン計画をトータルにやっていこうということを発想し、具体

化するということも総合力の質の現れじゃないかなと思います。今朝、

庁舎に参りましてロビーに東西線のディスプレイがされておりまして、
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非常に魅力的な展示だなと思って、大体役所の展示はろくな展示じゃな

いんですけど、なかなか魅力的に分かりやすく展示されている。それを

牽引してた１つのプロジェクトなんですかね、こういうポスターをやっ

ておりました（現物を提示）。見ててなかなかセンスいいなと見てたん

ですけど「W、ウエストか～E がイースト…それで WE ね。」本当に単純な

シンプルな着眼点かと思いますけども、WE プロジェクトと銘打って市民

の皆さん、皆でいろんな活用を考えましょうということを示されてい

る。これ非常に素晴らしい取組みじゃないかなと思います。併せて置い

てありましたこういう地図、これも審議会の方でも少し紹介されたこと

もありますけども、近隣の魅力みたいなものを地元の大学なんかも協力

してやっていく。これらは素晴らしい取組みかと思います。まさにその

地域力の一端が出てきているのではないかなという風に思います。それ

をこのサイン計画としてもバックアップしていくという形で進められ

たらと思いますので、本日もご検討のほどよろしくお願いいたします。  

事務局 ありがとうございました。本日の専門部会は、１０名中、８名の委員

がご出席でございます。過半数の出席ですので、会議は成立しておりま

す。なお本日、関係者として、宮城県経済商工観光部より三浦 理（み

がく）さまがご出席です。本日は、これまでの部会での審議等をふまえ

て、原案を作成いたしましたので、ご説明いたします。

本日の審議をふまえて、最終的にパブリックコメントを実施する素案

を作成し、５月２７日の「第１回景観総合審議会」でご報告する予定で

す。それでは、本日の議事に移りたいと思います。以降の進行につきま

しては、議長の武山部会長にお願いいたします。

武山部会長 それでは議事録の署名委員につきましては、私と、出席委員の中から

名簿順に、阿部委員にお願いいたします。

それでは、本日の議題の「歩行者系案内誘導サイン等基本方針素案の

検討について」、事務局より説明願います。

４．議事「歩行者系案内誘導サイン等基本方針(素案)について」

事務局 それでは、歩行者系案内誘導サイン等基本方針の素案について ご説

明いたします。これからのご説明につきましては、前回のご説明と重な

る部分もございますが、基本方針の構成としてもう一度ご説明いたしま

す。今回の検討の取組みの、全体像につきましては、平成 12 年度に策

定しました「仙台市歩行者系サインガイドライン」について見直しを行

い、修正や情報の追加に加え、利用のしやすさの向上などを検討し、新

たに基本方針を策定いたします。前回まで基本方針とサイン見本帳をあ

わせたものを「ガイドブック」としていましたが、位置づけが分かりに
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くくなることから、仙台市域全体に係る歩行者系案内誘導サインの整備

に係るコンセプトと共通基準からなる基本方針、そして、参考としての

歩行者系案内誘導サインのデザインの提案を見本帳として１つの冊子

とし掲載することにより、これまで各担当部局ごとにばらばらだったデ

ザインについても統一を図っていきたいと考えております。仙台市内の

歩行者系案内誘導サインの現状を分析して見えてきた３つの課題を踏

まえました、「１情報の連続性」情報の拠点と必要な情報の考え方を示

し、これまでの案内サインに加え、通り地図・矢羽根型サイン等を設置

します。「２情報の伝達性」地図の表現をよりわかりやすく改善します。

「３良好な景観形成」サインの整理・集約化を図ります。以上 3 点を視

点として基本方針の内容を検討いたしました。

本基本方針の構成は、「Ａ歩行者系案内誘導サイン等の目的・役割」「Ｂ

サインの設置方法」「Ｃ景観との調和」「Ｄ外国語の使い方」「Ｅ障がい

者への対応」「Ｆその他」ここまでが、一般的なサインの考え方となり

ます。「Ｇ歩行者系案内誘導サインのシステムと配置基本計画」「Ｈ歩行

者系案内誘導サインの表示基準」ここまでが、歩行者系案内誘導サイン

等の基本的な考え方となります。以上のような構成（案）になります。

こちらの構成は、お手元の基本方針と同じになっております。ではこれ

から、Ａから順番にご説明いたしますが、構成が分かりにくいなどござ

いましたら、後ほど、ご意見を頂きたいと思っております。

それでは、「Ａ歩行者系案内誘導サイン等の目的・役割」について ご

説明いたします。主に仙台市へ訪れる人にとってわかり易く、また、目

的地への円滑な移動を誘導するために、歩行者系案内誘導サイン等のコ

ンセプトを統一し、配置や表示内容をルール化し、情報の整理・集約化

を行うため、基本方針を策定することといたしました。本基本方針は、

仙台市の各部局が歩行者系案内誘導サイン等を整備する際の基準とし、

都市景観課において整理集約化・デザインの調整・相互の連携などを調

整いたします。また、民間事業者等へは、協力を働きかけます。「Ｂサ

インの設置方法について」です。サインの存在が一見してわかる場所で、

通行の支障にならない場所に設置いたします。また、健常者・車いす利

用者両方を考慮した高さに設置いたします。「Ｃ景観との調和」です。

できるかぎりサインを整理集約化し、良好な景観形成の向上を図りま

す。「Ｄ外国語の使い方」です。外国語表記の基準につきましては、県

庁・市役所などの官公庁などの主要行政施設や鉄道駅やバスターミナル

などの交通結節点、文化施設、観光施設は日本語、英語、中国語簡体、

韓国語の 4か国語とします。主要な観光施設等は中国語の繁体も併記し
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ます。こちらは、部会からの意見を整理した上で考え方を盛込みました。

一般施設は、日本語、英語の２か国語とします。なお、パンフレットな

どの他の媒体との連携をはかり、多言語表記に対応します。「Ｅ障害者

への対応」です。視覚障害者につきましては、弱視者・全盲者・色覚障

害者への対応を考慮します。車いす利用者につきましては、設置場所や

設置情報の対応を考慮します。「Ｆその他」です。維持管理方法や、今

後の課題になります。「Ｇ歩行者系案内誘導サインのシステム」に関し

てご説明いたします。まず、人の行動の起点・分岐点となる「拠点」を

階層化します。拠点は、行動の起点となる「交通拠点」と、行動の確認

を行う「歩行拠点」に分けられ、それぞれの拠点間、階層間での移動が

生じます。仙台市域の全体について拠点の概念をご説明いたしますと、

飛行機、電車等、様々な交通手段により仙台にお越しの方々は、仙台駅

や主要地下鉄駅・バス停などを経由し、最終的には徒歩で目的地へ至り

ます。その際、拠点間で誘導の情報が途切れることなく確実に伝わって

いく必要があります。ここまでご説明したサインシステムの考え方によ

り、市中心部における各拠点を分析し、配置計画を落とし込んだものが、

今お示ししている図です。仙台駅から国際センターまでの例をあげます

と、仙台駅の交通大拠点、ペデストリアンデッキ、青葉通・東二番丁交

差点の歩行拠点中、青葉通・国分町通交差点の歩行拠点小、目的地、そ

れぞれの拠点等におけるサインの種類および表示情報を整理いたしま

した。「Ｈ歩行者系案内誘導サインの表示基準」についてです。各拠点

に必要な情報に応じた地図やサインを設置します。より見やすい地図の

色彩といたします。こちらは、専門部会でいただきました、仙台市の都

市構造の把握や市内のランドマーク的な建物等について、市内の主要な

施設を施設アイコンにより表示や概念図による位置の把握のしやすさ

を考慮いたしました。

今後のスケジュールにつきましては、５月２７日の景観総合審議会

において基本方針素案のご意見を伺い、６月１日から３０日までパブリ

ックコメントを実施し、８月８日の景観総合審議会においてパブリック

コメントの意見を反映した基本方針案についてご意見を伺い、ご了承い

ただければ、８月に中旬基本方針策定となります。

次に、国連防災世界会議に向けたサイン等の整備について ご説明い

たします。今までの専門部会での意見を参考に国連防災世界会議のサイ

ン整備の検討を進めております。現時点での検討内容をご報告いたしま

す。図の赤い網掛け部分が予定対象エリアになっております。主に、仙

台駅周辺、青葉通、定禅寺通、東二番丁通、国際センター周辺、アーケ
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ード等において、既存サインの更新・新設、仮設フラッグ・バナー等の

整備を行う予定です。図は、サイン更新に係る道路上サイン・観光サイ

ン等のイメージ図です。次の頁は、通り地図や矢羽根型サインや仮設フ

ラッグのイメージ図です。図は、サインと連携した取り組みのおもてな

しサインの店頭表示イメージ図です。

今後のスケジュールにつきましては、国連防災世界会議に向けたサイ

ン整備として１０月中旬から、サイン整備となります。今後必要となる

サイン整備として、地下鉄東西線開業や仙台駅再整備に向けて、関係部

署・交通機関との調整協議を１２月頃まで実施し、順次整備いたします。

泉中央地区・あすと長町地区につきましても、現況調査・課題の整理を

１０月頃まで、配置計画案の作成を２月頃まで行い、順次整備いたしま

す。以上で、事務局からの説明を終わります。

武山部会長 この参考資料の説明はよいですか。

事務局 今ご説明したのがこちらの主要部分の中身になります。こちらは参考

資料として本日お配りしておりますので、これも踏まえて議論いただけ

ればと思います。

武山部会長 前回のご説明のあったところから、議論の内容を踏まえてアップデー

トした内容が説明されているんじゃないかなと思います。まず都市構造

について概念化しましょう、そういうルールを作っていきましょう。地

図上に簡略化した概念図を作りましょう。それから施設アイコンの話も

出ていたかと思います。それから多言語標記につきましては日・英・ピ

クトを基本としながら中国語簡体字・韓国語、必要に応じて繁体字の方

も扱うというような話があったかと思います。それからＪＲ・地下鉄・

バス等の連携強化についてはワーキングの方で継続的に検討を行って

いただくということ。市役所の中で組織的に横断的体制というか検討を

やってもらうということがあったかと思います。それで両方いっぺんに

というのも難しいと思いますのでとりあえず今説明がありました骨子

の方につきまして何かご質問ご意見等ございましたら話したいと思い

ますがいかがでしょうか。

増田専門委員 一番最初が、資料の順番でいいますと６ページの民間事業者等との協

力・連携という項目があります。その上の役所の中ではルールを決めれ

ば多分適応できると思うんですけど、民間との関係というのはどういう

風に、ルール化まではできないかもしれませんが、どういう方向で進ん

でいくのかがまず第一点です。

次に９ページの外国語表記のところですが、素案によると道路名称が

全て「なんとかアベニュー」に統一すると書かれてるんですけど、記憶
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が定かではありませんが、「定禅寺通ストリートなんとか」という呼称

の方が一般的になったりしているような言い方もあるときにアベニュ

ーに統一するかどうかという細かい点です。

あと次の１１ページのところに紫からオレンジ、濃い緑から青までこ

の色が使われているんですけど、これはルールとしてこういう色使いと

実際のサインとの関係がちょっとよく見えないですね。行動の起点には

紫色のサインを置くのか、それとも紫は単なるこのサイン計画の中だけ

の色使いなのかちょっとよく分からないところがありました。

あと１７ページの施設アイコンですが、おそらく仙台をあまりご存知

でない方は、この図を見てなんとなく分かるのは仙台城跡とＪＲ仙台駅

ぐらいはそこの場所だろうというのは分かるかと思うんですけど、国際

センターとかメディアテークとか少しこりすぎていて、そこに行ったこ

とがないとこういう建物ではなかなか分からないんじゃないかなと思

います。もしこういう標記をするのならば、なんかもう少しシンボリッ

クなアイコンにしてしまうということも。国際センターに何があるかよ

く分からないんですけども国際センターそれ自身のロゴもあったりす

るのかもしれませんが、グローバルな地球のイメージとかメディアテー

クの方は図書館のようなイメージとかですね、なんかそういう方が知ら

ない人には分かりやすいのかという気も少ししました。少しまたご検討

いただければと。以上雑駁ですいません。

武山部会長 色々と質疑があるかと思うので、まとめて出して貰ってもいいですか

ね。重複する質問もあるかもしれませんので、今のように細かい点も含

めてご質問等をまずさせていただきましょう。

都市景観課長 増田委員からいただいたご質問については個別に答えさせていただ

きたいと思いますけども。

武山部会長 あとで順番に、あんまり個別にやってると訳分からない状態になるか

もしれないのでとりあえず、ざーっと今気付いてるところは出していた

だいて、前のページから順番に追っかけて行きたいと思いますので。ま

ず疑問点出していただけますか。

石井専門委員 中心部商店街の方の今色々な話題の中で、先週ですか、商店街の理事

長の三栄会という中で国連防災会議に向けて、どんな風になるんだとい

う話があったんですよ。基本的には今いろんな審議会でやってるんだけ

ども、この後半の部分、２０ページから国連防災会議に向けたサイン等

の整備、ここは基本的にはこのエリアはやるとかは、どうかというのが

１つですね。

あともう１つは２４ページでサインと連携した取組みで、個店です
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ね。それぞれのお店にこのような表示という風なことなんですけども、

この辺は例えば提供してもらえるのかと、つまり各お店が準備するんで

はなく、シール状のものを市の方から提供してももらえるのか、その２

点ですね。そこを教えてほしいと思いました。

高橋(貴)専門委

員

２１ページのサイン整備対象エリアということで、国連防災世界会議

に向けた整備、ここで見ると赤く網掛けになっているところが、青葉

通・定禅寺通、その他に中央通、商店街が入ってることで 東一番丁通

は入らないのかなという。同じ商店街で二番丁までが対象エリアという

こと。二番丁と一番丁、失礼しました。一番丁が入っていないと思った

私の勘違いですね。それから、２４ページですが石井委員の発言とちょ

っとかぶるところがありますけれども、この英語が使えますということ

はいいですけど、その次韓国語が使えます・中国語が使えます、スペイ

ン語が使えますという標記が英語だけになるのでしょうか。日本語と英

語だけではなく、その言語表示があった方がよろしいのではと思いま

す。

武山部会長 そうですね。２２ページのとこの観光サイン等で色が変わっていると

いうのが、これは観光用は青にするということなのかということ。

２２ページの観光サインは、そもそも大体これ観光サインじゃないの

っていうことで。どこをどう観光サインと。

都市景観課長 ２２ページですけども観光サインにつきましては歩行者系の案内誘

導サインとは違いまして、特に今回表示しておりますのは仙台城跡周辺

の観光サインということで、想定しているものを今回の例として挙げさ

せていただいております。こちらにつきましては茄子紺色をベースにし

た形で基本的には進めていきたいという風に考えてたところでござい

ます。

武山部会長 色については先程増田委員の方からご質問もありましたんで、その辺

も含めてご意見をもらいたいと思いますが、他いかがでしょうか。

相澤専門委員 少し細かいんですけど、１７ページの手がかりランドマークが赤で、

色の問題なんですけど、仙台市博物館とか国際センターとかがちょっと

濃い緑なんですが、濃い緑の方が若干色使いとしては見にくいかなとい

う気がしました。色使いの問題なんですが、せっかく置くなら分かりや

すい、目につきやすい色の方がいいのかな。下地が薄いオレンジにした

ので色の対比としてはちょっと見にくいのかなという気がしました。

武山部会長 私の方からも、最初の２ページのところで基本方針とサイン見本帳と

ありまして、これ１冊にまとめるんですよね。

都市景観課長 基本方針とそれから参考資料としてサイン見本帳を１冊の資料とし
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てまとめていきたいと思います。

武山部会長 それから順番にさっきの質問も含めて、前から順番に行きたいと思い

ますが、その時にその基本方針と見本帳が明確に分かった方がいいのか

どうなのか、なんかちょっと気になって仕方ないんですけど。先程から

色の話も出てますけど、なんか表紙の色みたいなものがついてて、基本

方針は例えば緑で「グリーンブック」と呼ばれてるとか、見本帳の方は

黄色で「イエローブック」と呼ばれているとか、「イエローブック取っ

てよ」という形で、ぱっと分かるような形もありえるのかなと思ったの

が１つ。それから見本帳関係はコピーされることが非常に多いので、マ

ニュアル系の本はリングファイルとかコピーしやすい製本が求められ

たりするのかなと思うので、そういったことも含めてどういう構成にす

るのか、２冊にしといて、それこそ透明の箱にポンと入れるとかという

のもあるかと思いますし、なんかちょっと工夫が必要かなというのが１

つ感じております。

都市景観課長 現在、最終的な製本といいますか取りまとめの形としては、基本方針

と参考の見本帳、１つに取りまとめるということなんですが、冊子とい

うよりは、全体をリングファイルで取りまとめて、例えば特に見本帳の

場合は色んなデザインを追加で当然足していくっていうこともありま

すので、それも含めて加除式、追加式で考えておりました。

武山部会長 見本帳の方は、特にそれが出てくる可能性がある。次めくりまして、

４のところで目的からずっと基本構成の流れがあるんですけど、評価と

かチェックとか、そういった部分の要素では、例えばその他のあたりに

入っても良いのかなという風に思いました。要するに目的があってその

目的がしっかりと達成されているかどうかということをどう確認して

いくんだというところで、何かそういう手だてが必要になってくるんじ

ゃないかと思います。チェックシートっていうのは結構有効に使えるの

で、例えば年１回、市内を回ってチェックしてみると、そうするとこう

いった点が、目的とされたとこういった点が確保されていなかったとい

うのが明らかになりますよね。そういうようなことができる枠組みを作

る。そのチェックシートは評価になりますけど、評価から逆算して、ど

ういうことをやっていかなければならないか。こういうことが維持され

なければ駄目だねということから逆算して、取組みの微調整が分かると

いう部分もある。そういうこともご検討いただいてと思います。６ペー

ジ目は先程ご質問ありました、民間事業者との協力・連携、これはどん

な風にお考えですか。

都市景観課長 先程も増田委員の方からお話しがありましたが、確かに民間の方へ仙
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台市がこういう方針で内容を定めたとしても、これをその通り遵守して

もらうという言い方はおかしいかもしれません。それはさすがに難しい

と考えてまして、出来るだけ我々としてはこの基本方針に基づいて連続

性かつ一体性があるような誘導サインをしていただくのが望ましいと

いう風には考えております。

そういう意味では実際にこういう形でやるものについて各事業所さ

んに周知を図ると同時に、一番重要な場所といいますのは、外から来ら

れた方が一番最初に起点として立つ場所であるＪＲ仙台駅だと考えて

おります。ＪＲ仙台駅周辺を含めた一体の誘導サインが非常に重要と考

えており、そこにつきましては、昨年度からワーキングということでＪ

Ｒさんと、それから仙台市の道路関係、それから交通関係の部局が入り

まして、具体にどういう形で整備をやれるかどうか含めましてこれは検

討の方を始めさせていただいてるところでございます。周知も当然必要

ですがそういう具体的な連携を取組みながら、より基本方針の中身を具

体化していければという風に我々は考えているところでございます。

武山部会長 増田先生どうですか。

増田専門委員 これから検討ということであれば、何かこういう風に進めていく基本

方針みたいのが他にあった方がいいかなという風に思います。

武山部会長 これ民間事業者等はありますけど、交通事業者さんみたいなところ

と、一般の店舗であったり随分違うかなと思うんですね。それから観光

事業者さんなんかもホテルとかそういう系統の方とか具体的に何を連

携するのかということがいまひとつ見えてこないので、どういうことを

要請するのかあるいは民間の方はなんか看板出そうとしたときに、例え

ばこういうことに配慮しなきゃいけないんだねということが分かるよ

うな項目出しからでも始めたらどうかなと思います。そういうものがな

いと、その全体の基本方針を作るのにもあまりにも漠としてしまって、

よく見えてこないと思います。それと対応して仙台市の庁内の各部局と

の関係というのが出ておりますが、こちらの方も具体的にそういう項目

出しみたいなものがされていかれたらどうかなと思います。何を協力し

たらいいのかという話になろうかと思います。次のページ７ですね、サ

インの設置方法、整備集約、これはいいかなと思います。それから９番

の外国語の扱い方については、標記方法としては場所に応じて組合わせ

を変えるということが、前回のところからの訂正点となりますが、具体

的な標記方法、通り名等をどうするのか、この辺は何かお考えがありま

すでしょうか。

都市景観課長 先程定禅寺通の件もございまして、定禅寺はストリートと呼ばれたり
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することもございますが、今回の誘導標識に関しましては、基本的には

街路系、道路につきましてはアベニューで統一して表示していこうかと

考えておりました。

武山部会長 それは今もアベニューということ。

都市景観課長 現在の標記もいわゆる定禅寺通等も、アベニューで表示しております

ので、そういう意味では今までと変更なしなんですが、それで統一して

いきたいという風に考えておりました。

武山部会長 通り名はほとんど大通りだけを標記するという考え方でよろしいで

すかね。

都市景観課長 必ずしも大通りだけとは、例えば国分町通も当然出てきてますので、

国分町通を大通りかと言われるとちょっと微妙なところですので、二番

丁とか青葉通とか広瀬通とかそういう幹線道路だけではなく、比較的歩

行者の方が通る場所についても標記、アーケード街もそうですがそうい

うところも含めて表示していきたいと考えておりました。

武山部会長 道路規模との関係といいますか、大通り、それから普通の通り、アー

ケードみたいなところで少し標記が変わるという可能性はあるのかな

と思いますけど、国分町通でアベニューって言ったら、なんか似合ませ

んよね。外国人にしっくりくるかなとは思いますけど。

都市景観課長 その辺は少し検討させていただきたいと思います。

武山部会長 外国語関係はよろしいですか。障がい者への対応、次のところいきま

して、１１ページではこの色がこの図面上のものだけなのか、具体的な

サインとしても機能するのかにつきましていかがでしょうか。

都市景観課長 こちらの１１ページの各拠点の色彩ですが、こちらの方はそれぞれの

拠点の違いを表示の中で描いたものでして、具体のサインにこの表示を

何かつけるものではございません。サインについては特に基本はその枠

は緑系で、図であったりいわゆる名称、矢印であったりというのを設け

るような形で考えております。

武山部会長 先程から出ている案内の図であったり地であったりの色の基本的な

考え方というのは、これは素案の方、見たら書いてあるんですか。Ｈ４

のところですかね。

都市景観課長 基本方針の素案の方では色彩の表示はＨ４に地図の表現ということ

でＨ４のなかの０５の方の色彩ですね。０５の色彩の頭のところにある

地面の色であったり、建物の色であったり、河川・公園とかの地の色、

地図の色だったり、それから表示する店舗だったり道路だったり、それ

から文字の色彩、次のページにはピクトグラムの色彩であったり、この

辺の色彩の方は現在この形でいきたいと考えているところでございま
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す。

武山部会長 先程のご質問にもありましたピクトグラムの色もＨ４のページに出

ておりますが、手がかりランドマークが特に目立たすと。

都市景観課長 そうですね。確かに現在の色が緑色ではあるのですが、下地に公園な

どの緑、それから公園でなくても地の色がベージュ系の色で少しこの色

は、現在目立たない状況にあり、先程ご意見もありましたので、色につ

いては検討させていただけたらと考えておりました。

武山部会長 ここは非常に難しいところで、まず現在地というのが一番目立たせた

いということで反対色の赤色みたいなものがあったとして、あとは何か

所もそういう赤が出てくると逆に分からなくなってしまうのもありま

す。この辺のバランスをよくご検討いただけたらと思います。相澤委員

いかがですか。そんな感じでよろしいですか。それで色のことにつきま

して地図の色彩とか出ておりますが、この器具の色っていうのはどっか

に出ているんですか。サインの本体の緑色。

都市景観課長 直接は今のところ色の表示は方針の方には入っておりませんので、見

本帳の方に I の１番以降ですが。見本帳ではそれぞれ表示といいますか

色彩の方を書いているような状況でございます。

武山部会長 Ｈは基本方針の方ですよね。基本方針のところに結構細かく地図の色

とか入ってるんですけど、これ逆にむしろサンプルの方でもよいのかな

と思いますが、ここもちろん基本方針の方に入っててもいいんですけ

ど、そうした時に、全体の色彩計画のサイン総合の中でこの本体の中で

かなり大きな位置づけを占めると思います。それプラス、先程観光って

いう風におっしゃってましたけど、使い分けをするんであれば、まずこ

こで基本方針のところで、そういうコードを作っておくべきと思いま

す。

都市景観課長 枠についてもそういう意味で基本、現在の設置されているものをベー

スに考えておりますので、その辺見本帳ではなくて方針の方に入れる方

向で考えていきたいと思います。

武山部会長 スライドの方に戻りますが、今１１、１２、１３ページをやりました。

それからサインシステムのところはいいですね。１５ページにいきます

と、歩行者系のサインの表示基準というのが出て参ります。通り地図と

いうのを作りましょう。それから地図の色彩変更ということでベースを

明るい色にして文字を濃い目の色にするというような方針がこの前出

されていたと思います。そしてアイコンの話ですが、ご指摘がありまし

たように建物の外形というのはなかなか一般の方には分かりにくいん

ではないかというところから国際センターをイメージさせやすいよう
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な地球儀であったり、あるいは仙台メディアテークの場合はなかなか難

しいんですけど。

都市景観課長 今回メディアテークは建物を少し図案化して、手がかりランドマーク

ということで作成してみたのです。確かに外から来られる方は建物を見

てない方もおられますので、これを見ても分かりにくいっていうのはお

っしゃる通りかもしれません。例えばメディアテークの場合、ロゴマー

クっていうかマークがありますのでそういうのも使うのも１つ、ご意見

もありましたけども方法かなという風に考えております。これは国際セ

ンターも含めまして少しどういうようなデザインがいいのか、再度検討

していきたいと思います。

武山部会長 そういうのも先程民間事業者等の連携というところで、周知されてい

るマーク等があれば提出することとか、そういうような関係があり得る

かもしれません。

増田専門委員 今のところで確認なんですけど、ＪＲのマークもあって地下鉄のマー

クもあると思うんですが、南北線と東西線で標記が変わるんですか。一

緒なんですか。まだ見えてないんでよく分からないんですけど。

都市景観課長 いわゆるランドマークといいますかロゴマークとかは変えない形で、

色で変えようという風に。この図ですとちょっと見にくいんですが、南

北線が水色ですね。

武山部会長 南北線がオレンジじゃないんですか。Ｈ４のところに記載されてます

けど。

都市景観課長 図の標記が間違っておりました。こちらの基本方針の方を見ていただ

ければと思うんですが、色彩の方のＨ４の、色彩の地下鉄路線で南北線

の方が水色標記で東西線の方がオレンジというか肌色に近いものです。

増田専門委員 そうするといずれ今ある南北線の標記もこのように段々変わってい

くという機会となるということでしょうか。

都市景観課長 そうですね。南北線も東西線の整備に合わせてやることで考えており

ます。

脇坂専門委員 すいません。今の話は東京でも大阪でも札幌でも地下鉄というのは、

結構何とか線と色というのはセットになっていて、それで地図標記と駅

の色と案内と全部セットになってるのを前提に仙台でも二本地下鉄が

出来るんだから東西線南北線でこういうラインカラーをしっかり作っ

て駅もそういうふうにして、車両もするのか分かりませんけども、そう

いう風にしてサインを投入するということなのか、それともあくまでも

サイン用は区分するだけなのかというようなことかなと思うんですけ

ども。そこは都市景観課さんの仕事に余るところかもしれませんけど
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も。

村上次長 交通局それから南北線も東西線も仙台市の交通局の方で実際にして

いる訳でしてイメージカラー等があろうかと思います。一応確認しまし

てＨ４に書いてあるのはあくまでも仮ということで、ちょっと今まだ全

部の調整は実はまだされていなくてですね。今回はあくまでも基本方針

について専門委員の皆さまの方にお話しをしていただく中で、最終的な

仕上がりのイメージが掴まないということで今回ちょっとまだ半生状

態だったんですが、こういった冊子にさせていただいたところでござい

ますのでその辺に関してはご理解いただければと思います。

武山部会長 脇坂委員のご指摘は非常に重要なポイントで、実際に地下鉄で使われ

ているラインカラーと地図上の表記がぴったし一致という訳ではなく

てですね、概念の色として青は青、赤は赤とかそういう概念の色として

市民の方に定着していくということは、非常に重要なことではないかな

と思います。そういう観点でＨ４のところ、結構パステルな色味になっ

てるんですけど、ラインですからそんなに目立たないと思いますので、

もうちょっと色がはっきりとラインカラーについては強調してもいい

のかなと。地図上でも割とスッと路線が際立ってくるような色でもよい

のかなと思います。

増田専門委員 外国人に説明しづらいですね。この色なんていうんですか。「何とか

色の駅に行ってください」ていうのはなかなか。

脇坂専門委員 その関連なんですが、街路樹の標記も、杜の都仙台を案じるようなラ

インなんで、これだと弱いという印象を受けます。やっぱり青葉通にし

ても定禅寺通にしても、この杜の都としての街路樹という並木が仙台の

生命線だと思います。今見ますとメディアテークの方が目立ってしまっ

てというのは、伊東豊雄さんも街路樹があって隠れるメディアテークを

イメージされたはずなのにメディアテークの方が真っ赤にばーんと目

立ってしまうのは、伊東豊雄さんのイメージとも違うんじゃないかと思

います。やっぱり街路樹っていうのはうまく目立たせるような形での標

記をした方がいいと思います。

武山部会長 はい、ありがとうございます。都市の地図を見ていて緑を入れたくて

もなかなか入れられない地域が多いという中にあって、仙台の場合は緑

豊かであるというが、標榜しておられるようですので、ちょっと緑があ

ったらどんどん緑を入れるくらいの、あー緑豊かな街だねと、地図を見

てそういうイメージが伝わるような形も非常に良いと思いました。１

７、よろしいですか。１８、今後の課題。これは後ほどのところにも出

てきますかね。２０ページからのところで少し、質問が出てきたかと思
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いますが、２１のところで、エリアでやるんですかっていう質問が出て

たんじゃなかったんじゃないですかね。

都市景観課長 ２１ページのサインの整備対象エリアでございますけども、こちらに

つきましては国連防災世界会議、来年の３月開催いたしますが、こちら

に向けて赤で書かれてる範囲でサインの整備していきたいというよう

に考えています。基本的には仙台駅周辺、それからメイン会場がありま

す国際センター周辺、それと青葉通、定禅寺通、アーケード街と二番丁

というところを基本的には整備をしていきたいと思います。整備につき

ましては既存のサインの更新、主に張替です。それと今回矢羽根とか通

りサインですがそちらの方も新設を想定しております。併わせて二番丁

は今のところないんですが、それ以外のところについては仮設でのフラ

ッグとかバナーを今考えているところでございます。定禅寺通も入って

ますが、定禅寺通は当然サブ会場といたしまして、メディアテークだっ

たり市民会館だったり、それから勾当台公園なども当然活用されるとい

うことになってますので、それに向けて設定してございます。

武山部会長 この対象エリアいかがでしょうか。他、検討したほうがどうかという

ようなご意見ありませんか

増田専門委員 すいませんが、配られている資料の中には定禅寺通の街並み形成ガイ

ドラインと宮城野通のガイドラインはあって青葉通は今後というかた

ちだったと思うんですけども、東西線の開業に向けて、歩道が拡幅され

たり、新しい舗装材が使われたりして、私、通勤路なので歩いてるんで

すけど、この上位の景観審議会でどういうふうにするのか、決まってる

のかどうかよくわからないんですけど、なんでこうなってるのかなとい

うふうに思いつつ、どんどん整備が進んでいるのですけど、それと今回

のサイン計画っていうのはうまくぺースが合っていけてるのかってち

ょっと確認を。

都市景観課長 今のお話は定禅寺通とか宮城野通についての景観形成と青葉通の景

観形成についてはどうなのかということだと思うのですが、この部会の

上位といいますか、もともとの審議会、その審議会で景観計画を平成２

１年に策定した時に、もともと仙台市の景観の重要な位置づけとしまし

て、中心部においては、定禅寺通と青葉通と宮城野通、この３つにつき

まして景観上も非常に重要なシンボルとなるような場所だということ

で景観の取組みをやってくべきだという位置づけが、景観計画の中にも

ございます。そういう位置づけがございまして、景観計画が２１年に策

定された後、定禅寺通の景観地区の指定をまず行いまして、その後宮城

野通地区につきましても景観地区の指定を行って、実は青葉通について
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はまだ景観地区の指定、いわゆる景観の取組みとして景観地区の指定ま

でまだ至っていない状況でございます。青葉通につきましては地元の方

では景観の取組みということで平成２４年にまちづくり協議会が設立

され、景観も含めたまちづくりの取組みをされてるとこでございまし

て、我々といたしましても、その中で景観地区を含めたルール作り、ガ

イドラインになるのか、あるいは景観地区になるのかそれも含めました

取組みを現在も引き続き行ってるというとこでございます。今、増田委

員からがございましたように、青葉通につきましては地下鉄東西線の整

備も当然並行して進んでおりまして、道路の方の車線の変更に伴いまし

て歩行者空間だったり、自転車空間、区分上といいますかそういうのを

行ってるとこでございますし、それから緑の方も当然東西線の方の整備

の方が目途がついてくれば緑の方の再整備と言いますかねそちらの方

も当然進んでくるものですから合わせて街並みとしての景観のルール

作りみたいなものを我々も必要と考えているとこでございます。

武山部会長 よろしいですか。

増田専門委員 黒っぽい舗装材に変わりつつあって、所々黄色と四角のがあってなん

となく冬滑りそうだなと思ったりして、刻みが入ってるんですけど、多

分脇坂さんの方ご存知かもしれませんが、何かのルールに従ってやって

るんだと思うんですけど、歩道が拡幅されるのはプラス、今回の歩行者

系と連動してぜひやっていただきたいと思う、反面なんとなく車道が狭

くなってバス路線がやや厳しく入っているなというそんな感じもした

りしてるんですけど、それは交通計画の方でやられていると思いますの

で、ぜひそちらとも進行する中で連動していただければと思います。

脇坂専門委員 これは確かお城に向かって行くような感じのイメージで黒で少し入

れて、渋い登城路っぽくやろうとしているような意図だと思います。

村上次長 ３月まで道路部長をしておりましたので、私の方からお話を。私も細

かくはわからないんですが、青葉通につきましては、仙台駅から仙台城

に向かって行く登城路といいますかまっすぐの道路なわけですけども、

今脇坂委員の方からお話がありましたように、駅前地区と東二番丁、一

番町あたりと、そして国分町、西公園とそれぞれ沿道の土地利用も違っ

ておりますし、通りとしての受ける印象もだいぶ違う。そういうところ

で、青葉山に近づいていくにしたがって、より城下町という和風のイメ

ージを色濃くだそうということで、それでいわゆる黒と白とかそういう

ような色の使い方、そしてどちらかというと一番町あたりは、商人の街

ということでまさにそこで人がいるという部分のところで黄色、先ほど

増田委員からも、お話がありましたようにそういうような色合いを入れ
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ていたとこでございます。設計につきましては、建設局の内部ではそれ

なりの議論はしておりますが、道路のペーブメントの仕様、色彩、材質、

その部分を全てパブリックコメント等をかけてやっていくというよう

なそういうような状況ではございませんし、道路につきましては定禅寺

通は前にも整備させていただきましたけども、長くもてばもちろんそれ

に越したことがないんですが、時代の背景とともに、ペーブメントも作

り直すもんだというふうに思ってます。一番大事なのは歩道と車道の道

路構成、今回そういう部分で青葉通につきましては車よりも人よりも一

番大事なのは実はけやきということで、けやきを意識して、それでけや

きの根元の植樹桝のところに十分な地下水涵養ができるようなそうい

う装置ということで車道部分には全然根が生えませんでしたね、歩道部

分のところでそういうような部分のところを入れながら、あとは地下鉄

東西線が開業されますので、どうぞなるべく公共交通機関を使って街の

中に訪れていただいて、そして街をそぞろ歩いてもらうとそういう部分

もございまして、意識して車道を若干いじめたという経緯もございま

す。私の方からそんなところのご説明でございます。

武山部会長 景観審議会の方の問題かと思いますけれども、いわゆる景観計画等に

係るような大規模な開発行為について、やはり景観審議会の方に意見を

求めるとかそういう体制みたいなものが、必要じゃないか。要するに景

観審議会の方で、民間事業者の方が塔屋の看板どうするこうするみたな

のが審議会に上がるということであれば、それを景観で見たときはどう

なんですかということを、仙台市として総合的に判断していく、常にそ

ういう事を確認していくような体制というのがやっぱり必要ではない

かと、そういった事を増田委員はご指摘されたのではないかと思いま

す。それと２１ページのエリアのところで、私が思ったのは、国際セン

ター駅の方はかなり大きな網掛けがされていてるのですが、仙台駅がな

んか小さくてほとんどＪＲ駅なので、ペデストリアンデッキあたりぐら

い整備するっていうのが、認識になってしまうんですけども、これもっ

とこれ大きく、国際センター駅の円ぐらいの整備が駅周辺でいるんじゃ

ないですか。

村上次長 仙台駅のペデストリアンデッキは、西口のペデストリアンデッキ上の

部分とあと、東口の方もございますので、その部分は考えているわけな

んですが、実際に我々元々は地下鉄東西線開業に合わせて整備しようと

考えていた中で、国連防災世界会議が入って、国連防災会議までに少し

先立ちでやりましょうということです。先ほど都市景観課長からも説明

させていただきましたけども、既存のサインに張替するのはいいんです
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が、通り地図とか新しいものを作っていくということになっていきます

と、スケジュールの方でもお示しさせていただきましたけれど、今から

製作して３月前に設置をしなくちゃなんないと考えますと、数多くやっ

ていければとは思っているんですが、実際の時間的な部分が、物理的に

どれだけのものを整備できるかというのがございまして、今、国連防災

世界会議向けにつきましては、仙台駅が小さいというご指摘がございま

すけども、これで終わりということではなくて、地下鉄東西線開業及び、

東口西口の駅前広場、大改造ということでＪＲさんのご協力のもとに、

今まさに新たな交通結節点の大改造といったそういった部分をさせて

いただいておりますので、そういった部分を見据えて最終的にはという

ことで今の所、駅は小さいですが、そう言ったところです。

武山部会長 内容がバナーとかそういったのも入ってましたので、街中にそういう

バナーがついてるというのは国際会議に来られた方にとっては非常に

良いのではないかと思ったのですから、予算や労苦と併せてご検討いた

だいたらと思います。

増田専門委員 今のところで半分当事者なんですけど、１番端っこのところ東北大学

のキャンパスまわりのところ、円がかなりたくさんかかっていて、今回

の国連防災会議で萩ホール等も利用するということだと思いますけど、

大学は大学であんまり関係なくキャンパスの整備計画でいろんなサイ

ンを作り始めているので、もし何かあるのでしたら、ぜひキャンパス整

備室あたりに早めに情報を出していただいて、統一するべきものは統一

できるところがあった方がわかりやすいんじゃないかと。さっきの民間

連携の一番最初の事例にでも。

武山部会長 大学はかなり関わる機会が多いかもしれませんね。

増田専門委員 僕、よくわかってないんですけども、萩ホールの中の一般のキャンパ

スまで場合によっては防災会議の会議場になったりするんですか。最初

の頃はキャンパス整備のなかで新しく作る建物は利用するかもしれな

いという話を聞いたりもしたのですが、整備が若干今回遅れぎみになっ

いて使えそうもないのですけれど、たくさんの個室は大学ですので、会

合等に使うとすれば国際センターで足りない部分はあるのか、防災会議

の方の利用の仕方がまだこれからだというふうに聞いてるので。

都市景観課長 萩ホールについては当然今回の防災会議で使わせていただくという

ことで、こちらの担当課の方から聞いていておりますけども、他の施設

についてはまだ確認といいますか、我々もわからない状況で場合によっ

ては検討中なのかもしれませんが、それも含めて早めにどういう形でで

きるか、当然それに伴いまして、先ほどのサインとかも関連して出てく
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ると思いますので、それも注意して調整していきたいと思います。

武山部会長 では、先に進めたいと思いますが、２１ページのエリアについてはそ

のようなことで、２２ページが先ほど出ましたブルーの色が出てくると

いうこれで全体計画と言いますかね、少し明確にしていただきたいと思

います。使い分けの基準を作っておかないとご担当の方も困りますよ

ね、どっちの色をこれ使うのということに。

都市景観課長 先ほどもご説明しましたようにこちらの茄子紺色と言いますか、この

色については仙台城跡周辺の観光サインということで、この色に設定し

ておりまして、実は左側にある赤とか黄色とかの丸ポッチなんですが、

これは確か伊達家の陣羽織の模様というか色をイメージ化したという

かデザイン化したものでして、そういう意味では伊達家といいますか

ね、そいうものを想定したもののデザインですので、仙台城跡周辺の観

光サインでこの形をできれば使っていきたいという事で、今デザイン帳

の方にあげてる状況でございます。

武山部会長 エリアとこのサイン色を使うことの定義づけをしっかりとやってい

ただきたいと思います。めくりますと、２３ページはフラッグ関係です

ね。これも色を通りによって使い分けるのか、あるいは繰り返し色んな

色を全域で使うのかとか、そういった事も今後検討の範疇になるかなと

思います。２４ページにつきましては先ほど言語が当事者がちゃんと読

めるように対応していただく必要があるのではないかというご指摘が

ありました。このおもてなしの女性の姿がもうちょっと小さくて注文と

かこっちの方が大きく見えてもいいかもしれませんけどね。京都の観光

案内所なんかでもそういう感じで文字の方が大きいんですね。というか

文字だけですけど、それで十分わかるので。先ほどこれは提供していた

だけるのかというご質問ありました、その辺いかがでしょうか。

都市景観課長 こちらは、仙台市でシールといいますか、ワッペンといいますかそち

らも作成して、ご協力いただけるところに使っていただくというか、お

渡しして貼っていただくという事で考えておりました。

事務局 補足ですが、この絵の右端２枚ありますけども、この片手をあげてい

る絵の下にそのお店でできるもの下の方に掲載するというような形で

シールを作ってそれを店頭に貼るというような事を想定しております。

阿部専門委員 多分店頭表示のイメージだとは思うんですけど、ここにあるものを見

る限りではかなりハードル高いような気がするのです。これを提供する

となった時に一個だけ貼るとかスカスカになってしますような可能性

もあるので、一度商店街の方とかいろんな方と連携してアンケートじゃ

ないですけど、どこまでやれるのかということをきちっとやらないとせ



20

っかく良いものができるんですけど、やってみたけどほとんど貼れなか

ったとかですね、スカスカになってしまうという可能性があるぐらい

の、私もインバウンドの方やってますけど、これがやれる、受け入れの

ところが仙台にこれだけあるのかという疑問がありますので、その辺も

きちっとリサーチした方がいいと感じます。

都市景観課長 実はこちらの連携した取組みについては直接我々のほうですとサイ

ン担当部局でやっているものとこっちの連携した取組みというのは経

済局の方でやっておりますので、今色々ご助言いただいた内容について

経済局の方にお伝えして、色々リサーチなり調整できるようにしていけ

るようにしたいと思います。

増田専門委員 このＷｉ-Ｆｉのマークで日本はあんまりないですけれど、各社キャ

リアさんがいろんなホットスポットがあったり契約してる人は無料で

使えるけど、そうじゃない人は使えないとかいうのがいろんな事があっ

て結構大変だと思うんですが、例えばこの国連防災会議の期間だけ短期

的にホットスポットを解放するとかそうような試みは別途あるんです

かね。

都市景観課長 経済局で今地元の商店街と調整をしておりまして、キャリアさんが入

っているものとか、あるいはまったくのフリーでメーカーさんが入って

やっているものとか、検討中のものがアーケードの商店街で２つほど実

際動いているのがあります。それ以外に検討中というところも聞いてご

ざいますので、当然国連防災世界会議を見据えて検討しておりまして、

会議に来られた方に駅でカード的なものをお渡しをして、そのパスワー

ドを入れるとフリーになるとか、そういった事を今検討していると聞い

ております。

武山部会長 ありがとうございます。２４ページよろしいですか。先行きまして、

今後のスケジュールということで、国連防災世界会議に向けたサイン整

備、８月に基本方針決定ということで、それを踏まえて、年後半から具

体的な整備にかかるというイメージですね。それから東西線整備を見据

えて今後必要になるサイン整備ということで別途進むという流れにな

っております。以上全般通しまして、また何かございましたらお願いし

ます。よろしいようでしたら、次に参考資料の方の歩行者系案内誘導サ

イン等基本方針素案をご覧下さい。こちら具体的な内容が入ってまいり

ますが、めくっていただきますと、まず目次がございます。１部２部と

なっていますが、先ほども出ました歩行者サイン等の基本方針というも

のと見本帳というものを大きく２つのブロックに分けて考えましょう

ということです。以下具体的になりますが、ここで目次のところで全体



21

構成を確認しておきたいと思いますが、１部の方でＡから序章、Ｂサイ

ン設置方法、Ｃ景観調和、Ｄ外国語、Ｅ障害者への対応、Ｆ維持管理と

ありまして、Ｇから歩行者系誘導サインの配置基本計画そして表示基準

いうものが出ております。一般的にわりとサインシステムの考え方とか

そのあたりが、もう少し頭の方にくる事例が多いんですけが、この辺少

し皆様のご意見を伺っておきたいと思いますが、全体構成いかがでしょ

う、こういう目次立になっておりますが。

Ｃで景観の調和とかＤ外国語Ｅ障害者等と出てくるんですが、最初の

サインの役割のところで、わりと具体的な案内誘導サインとしての役割

が述べられているんですが、今回のサイン計画の特徴としては、都市戦

略と言いますかイメージ作りといいますか、そういう位置づけが、まず

あるのではないかと思います。そういう中で当然都市の印象を作る景観

を整備する上でのサイン、そして来街者に快適性を提供するためのサイ

ン、あるいは観光振興みたいな都市の振興に寄与するようなサインとい

うようなサインの位置づけがあって、今回トータル総合的なサインとい

うものを目指している。その総合というのは先ほど図にありましたよう

に庁外であり民間事業者との連携をするような総合的な事でやります

よという事が１つと、具体的にサインシステムですね、都市のサインと

してのシステムを作るんですよと、それがあるから実は外国語について

もこうですよとか、そういうことになってくるのではないかと思いま

す。その主要な役割目的のところに、そのあたりのこと、今回あえて防

災会議がらみの国際対応みたいな項目をあげられてもいいように思い

ます。そういう目的に対応して、景観との調和、外国語の使い方、障害

者の対応というような項目が付随して出てくるのではないかなと思い

ます。ですから、私の意見としてはＡ１のサインの役割のところに、も

う少し総合的な観点での今回サインの役割がありますということを明

言していただくことと、Ｇになってますけど、サインシステムの考え方

これはそこに関連づけて一緒に述べていただいてもいいのかなという

ように思います。あとはだいたいこの形で、行けると思いますが、いか

がでしょうか。

脇坂専門委員 この構成ですけども、先ほど武山部会長がおっしゃられた通りのとこ

ろで、最初の序章のところになぜこれをやるのかということが２つあ

る。防災会議や東西線の開業があって人が来るからということと、２５

年度に行った現況調査の結果、課題があるからという、そういう２つが

頭にあって全部ブレイクダウンしてるという、そういう構図になってる

んです。それだと風格がないので、やはり景観計画とか、市の総合計画



22

とか、上位計画みたいな、こういう街づくりというのがあって、それの

実現のためにサインも役割を果たすから、こうだというのを序章のとこ

ろかなんかでポンと１個書いておいたほうが全体が締まるような感じ

がします。多分、杜の都としての風格ある街づくりみたなものが、仙台

市として目指すべき方向にあって、その為にサインも情報案内だけでは

なく、そういった重要な役割を果たすんだと、だから景観との調和でも

こうなんだ、色もこうなんだとか、そういうのが１個最初にあるとすご

く締まります。特にこれ景観審議会の人も委員会なので、なんとも景観

計画の大事なとこのフレーズを上手く拾いながら、多分これ平成１２年

に作った後に景観計画ができて、その後これ改訂してるという流れにな

ってるので、そこは入れてもらった方がいいのかと思います。

武山部会長 引き金は防災会議であったり色々するわけですけど、それがあろうと

なかろうと仙台市としてはこういう方針でやるんだ、という基本方針が

まずあった方がいいだろう、ということかと思います。全体方針につき

ましていかがでしょうか、よろしいですか。具体的にページをめくって

いきまして、もしお気づきの点がございましたら、ご意見を伺いたいと

思います。Ａ１サインの役割、Ａ２歩行者誘導サイン等の課題と対応と

なっています。Ａ３が基本方針の位置づけ。Ｂの１で、かなり具体的な

内容になるので、ここでもう少し全体の枠組み、案内誘導のシステムで

あったりあるいは色の考え方であったりとかそういう根本的な事をこ

こで述べていただいたほうが良いと思います。細かいことなんですけ

ど、解説文のところは、行間をもう少し開けていただくほうが読みやす

いと思います。E は英語の表記基準と出ております。先ほどの町名すべ

てローマ字、住居表示、駅名、バス、通り名、アベニューと出てますね。

レイアウトと障害者への対応ですね。

増田専門委員 Ｄの２の住居表示ですが、仙台市の表記が SENDAI CITY はいいん

ですけど、上の住居表示はCITYない方が普通じゃないかと思うんです。

AOBAKU SENDAI ９８０８なんとかなんとかという英語表記の方

が普通じゃないですか。SENDAI CITY と書いているのはあまり見ま

せん。他のところで使っているの確認していただければ。

武山部会長 はい、ありがとうございます。障害者への対応、維持管理ですね。

石井専門委員 会長も、もしかすると言ってましたけども、障害者への対応のカラー

のページがありますが、そもそもの基本カラーのグリーンですね、これ

を使うという表明が必要ではないか。コピーの関係もありますけど、同

じグリーンでもくすんで見えたりしてますので。このグリーンについて

結構商店街の中でも今回どんな色というのが出るんですよ。サインのボ
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ードの方の基本カラーはこれですと、さっきおっしゃったように観光は

これですっていうのをどこかでつけられた方がいいという気がしてい

ます。

脇坂専門委員 並びでいうと景観との調和というのが、あんまり意味がないという

か。前のものに景観との調和というのがあったんで、それをそのまま踏

襲してると思うんですけども、この景観との調和は抜いてもあってもな

くても同じような構造になってると思うので、ここにむしろ景観との調

和というタイトルがいいのかどうかもあるんですが、基本的なサインの

色とか形の考え方というので逆にしっかり書いた方がいんじゃないか

なって思います。そこに書いたことがあとにつながってくると思いま

す。

武山部会長 それから色につきましては、役所的にはマンセル値といいますか、普

遍的な表記方法で書かざるをえない部分もあるかと思いますが、おまけ

マニュアルじゃないですけど、印刷の場合はこう、ＷＥＢはこう、そし

てシートとかディスプレイ材料はこうとか、そういう具体的に皆さんが

お使いになる時の番号みたいなものをぜひご準備していただけると使

いやすいと思います。障害者、維持管理、Ｇ１があってサインシステム

の考え方が出てきますから、これもう少し前の方にいったらどうでしょ

うか。情報拠点モデル、情報拠点と情報提供、情報拠点モデル、回遊ル

ート、仙台市中心部における情報拠点の配置計画、先ほど出てきたもの

ですね。次にＨ１地図の種類。地域地図、アーケード商店街なんて標記

もあります。現在地が漢字と YOU’RE HERE みたいな形で描かれてま

すが、人型とかユニバーサルなもう少し一目で現在地とわかるような、

ポインターがボーンと飛び出るとか、もう少し明快にした方が、どうで

すかね。

並木専門委員 細かいんですけど、Ｈ１の地図に地下鉄の入口が黄色になってるので

すけど、黄色い四角の中に地下鉄のマークと０とある。一般的に地図の

地下鉄の入口としてあまりなじみがないんですが、黄色にする必要とか

あるんですかね。

増田専門委員 目立たないですよね。

並木専門委員 いまひとつなじみがないかなと。

都市景観課長 今表示しておりますのは、例えばＨ１の地下鉄仙台駅の両端に黄色に

なってる表示だと思うのですが、これは地下鉄の出入口表示が黄色であ

るものですから、黄色で表示させていただいているんですが、確かにこ

れだと目立たないというか表示する意味がないかなという感じがしま

す。これは色も含めて検討させていただければと思います。
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並木専門委員 入口かどうか、何かここにあるのかなと思ったり。

増田専門委員 あおば通駅の仙台のＳＳマークが入っている入口の標記が現在あり

ますね。

都市景観課長 そうですね、ありますね。

増田専門委員 全部書き出すと、勾当台公園の周りもいろんな所に入口があったりし

て、なかなか難しいですね。

都市景観課長 仙台駅以外は比較的出入口の数は少ないですけど、仙台駅の場合は確

かにこれ以外にもだいぶ出入口の箇所がありますので、設置も含めて検

討させていただければと思います。

武山部会長 先ほども話題になりました、街路樹ですけど、線状に行くよりもまる

で木がワーとつながっている方が、直観的に街路樹ってわかりません

か。これだとなんか別のラインかなにかと。アーケードがちょっと円弧

上になったりしてるんですが、割とイメージが伝わり、なるほどと思う

います。

都市景観課長 確かにそうですね。街路樹のところは線二本とか三本入っているもの

ですのでこれは街路樹とはイメージができないと思います。これも表示

は検討させていただければと思います。現況をリアルには表現できない

かもしれませんけども木の雰囲気を。

武山部会長 丸だけでもつながっていれば街路樹っぽく見えますから。

増田専門委員 すいません、もう１点。Ｈ１の地図、仙台駅周辺なんですけど、今回

東西線ができて地下の階層がかなり複雑になるのと、東西を抜ける通路

が地下レベルにあったり、駅のコンコース、ペデストリアンデッキレベ

ルにあったり、少し上下の関係がよくわからない。僕いつも地下で東西

に抜けようと思うと、どこに出るのか今ひとつ良くわからない。情報が

あまりないので、そこらへん少し、上下階の表現どうするかをご検討い

ただければと思います。

武山部会長 まー、難しいですね。

増田専門委員 ここに載せるのは大変だと

武山部会長 景観のランドマークといいますか、アートがボーンとあるとか壁面が

アートになってるとか噴水があるとか、そういうのがあるとあっち行っ

たら噴水ある方で、こっち行ったら赤いアートがあるとこみたいな、環

境の情報的なものも必要になってくるかもしれません。

並木専門委員 すごい細かくて申し訳ないんですけど、仙台駅の東口のとこに ZEEP
SENDAI がまだ載っていて、これは結構古い地図を基にプロットとし

ているのではないかと思うのです。なので、もう少し新しい情報を入れ

て下さい。ヨドバシもここにないですし。
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相澤専門委員 来年の国際会議までに整備をされるという時は、東西線は開業してな

いので、この地図は国際会議時点で作って、東西線開業でもう一回作り

直すっていう、東西線情報が入ってないと意味がないですね。東西線開

業したときが、ほぼ仙台の骨格交通体系の出来上がりなので、その地図

はしばらく使えると思うのですが、国際会議までに一回整備して、でき

るところは整備してというと地図が３月から１２月までの期間の地図

という整備になるのですね。

都市景観課長 まずは来年３月の国連防災世界会議に向けての整備が一つと東西線

の開業に合わせてという基本的に２段階にならざるをえないことと、最

終的にはその先の駅広の整備とかも当然まだ終わっていないところも

ありますので、その整備も含めて最終３段階で整備しなくてはいけな

い。来年の国連防災世界会議に向けては当然東西線の開業を見据えたも

のはある程度作りながら、例えば東西線については国連防災世界会議の

段階では表示はしておいて整備中ということで表示をするなり、その辺

工夫をさせていただいて、まるっきり作り直しではない形でいきたいと

考えていました。それと先ほどの地図ですが、今表示されてる地図が確

かにかなり古い、前の地図をベースにして今回表示しておりましたの

で、当然地図の作り直しにあたりましては新しい地図に変えていく予定

でおりましたので、これこのまま正式な今回の張り替える地図というこ

とではございません。

並木専門委員 どれでパブリックコメントとるのかわからないんですけど、いろんな

ところに公になっていくにおて、そういう指摘は多分結構あると思いま

す。

都市景観課長 その辺も配慮してパブリックコメントに向けて行きたいと思います。

武山部会長 ある意味地元の方、商店街であったり今後連携しようとしているとこ

ろにもう投げて一緒に確認していただくと、はるかに詳しくチェックし

ていただける可能性もあります。地図は具体的にやりますとどんどんデ

ティールに入っていきますので、このあたりにしておきまして東西線の

扱いについては場合によってはステッカー等で対応するとか、しばらく

表示されているというのは、いい宣伝にもなるかと思いますので、これ

はいついつ開業というような形で注釈付で対応は可能ではないかなと

思います。時間がだんだん迫ってきましたので、残りご覧いただけたら

と思いますが、地図から表示基準そして情報の掲載基準これも非常に重

要なポイントです。右手に多言語表記の場合の２か国語、４か国語等と

の対応についても書かれているということで、このあたりをしっかりと

詰めておいていただくとあと管理が楽かと思います。書体はユニバーサ
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ル対応のものを使うとピクトグラム、ここに先ほどの地下鉄駅出入口も

出てきてますが、これは難しいかもしれませんね。具体的に原寸でどれ

くらいになるかちょっと落とし込んでいただいて確認をお願いできた

らと思います。施設アイコンこれ先ほどもご覧いただいたとこかと思い

ます。色彩の基準、表記エレメントの組み方というのも出てきますね。

そして誘導対象施設。

脇坂専門委員 すいません、誘導対象施設が恐ろしく公共施設に偏ってる感じもしま

すので、それも１つの考え方だと思いますけど、現実的には仙台市民は

フォーラス前とかいう世界ですね。その辺難しいところだと思うので

す。先ほどランドマークの時に、基準を決めてそれでパシッとやってし

まうと広域地図では公共施設ばっかりの地図になってしまって、実際の

ウェスティンだとか藤崎だとか重要なランドマークが抜けちゃってす

るきらいもあるので、そこ非常にルールと現実の兼ね合いが難しいとこ

ろかと思うんですけどもホントに市民的にリアルに使うところがきっ

ちっと入るように例外規定みたいなものを設けて、やった方がいいので

はないかなと思います。

武山部会長 具体的にはできなかったんですが、以前そういう問題に対応する時に

市民に少しアンケートでもしますかというような、どこをランドマーク

にして案内されますかっていうような公的なアンケートを実施されて、

それの上位にあがったものを掲載するとか。やっぱり理由がないと、た

だ単に民間で入れるというのはなかなか難しいところがありますから。

少しひと工夫していただいて。レイアウト基準のところから具体的にデ

ザイナーがでてくるという形ですね。表記説明のレイアウトとあります

が、この辺は観光協会の方あたりで情報提供してもらうことになります

か。

都市景観課長 実際にこちらの方は担当としては経済局ですので、そちらと連携しな

がら作成していくという形を考えております。

武山部会長 パンフレットで見る情報量と街頭で見る情報量っていうのは少し違

うということだけは認識していただいといて、どこかでこの前２００字

くらいにしました。４００字も書くと長くて、実際翻訳も入れるとスペ

ース的にも厳しいと、小さい文字になるので、できるだけホントに単純

にご説明をいただいといた方がいいかなと。

脇坂専門委員 ここで言うとこじゃないかもしれませんが、東二番丁通りの国道走っ

てると青柳文庫とか、日本最古のなんとかとか言うのがあるんですけ

ど、実は何処に行ったら何があるのかわからない。これ多分国道側が趣

味でつけてるのかもしれないんで、何とも言えないのですけど、意外と
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そうだとみんな思いつつ、どこに何があるかわからないというのがあっ

たりするので、他のサインとの兼ね合いで、もう少し魅力のランドマー

ク、ランドマークの箱ものだけでなくて場所とかスポットとかそういっ

たものもうまく発掘できて、きちっと入れ込めればそれはそれで仙台の

魅力になるのかとも思いますので、例えば誰々生誕の地とか、そういう

のもむしろ多めに拾い上げてスペースはあるような感じがしますので、

やった方が今後東西線の駅ができていく上では。

武山部会長 ここまで細かくはあれですけど、こういうのがあったり景観審議会の

方でもワークショップされた資料が上がってきてたかと思いますが、あ

あいったものの中で、これはぜひ歩行者の方にお伝えしたいというもの

をノミネートしていただいたらどうかと思います。

先行きまして、あとは今後の課題、これはここにまた入ってくるんで

すかね、歩行者の為のデザイン例、見本帳ってこれは入ってくるんです

ね。そして誘導サイン、矢羽根の案内、通り名の案内、たくさんありま

すね。駅前広場サイン、細かな自動車系の制御サイン、東西線周辺サイ

ン、アーケード商店街サイン、ペデストリアンデッキ上のサイン。

増田専門委員 Ｉの７のあたりに荒井駅の駅前広場サインって書いてあって実際載

っかってるのは仙台駅の周辺ですので、もし作れるものであれば荒井駅

の方がいいのかもしれませんし、作れないのであれば荒井じゃなくて仙

台駅周辺というふうに書いておいた方が混乱がなくていいと思います。

武山部会長 やはり拠点駅というか代表的な事例を具体的にお考えいただくのが

一番いいです。そうするとこういうケースにはあてはまらないというの

は必ず出てくるんですね。ですから、代表的な小規模な駅、郊外型の拠

点駅とか、ちょっとタイプの違うところでシュミレーションされると非

常にいいかなと思います。１－７から１－８、１－９あたりどうですか、

大丈夫ですか。

石井専門委員 １－９に、アーケード商店街サインのデザインのポイントでアーケー

ド商店街にふさわしい軽快で装飾的なイメージをを付加しているとあ

るんですが、これはこの例えば周辺案内のサインのこの躯体そのものの

脇のデザインという意味ですか、どこのところが装飾的なイメージを付

加しているかっていうのが分かりづらい。

都市景観課長 そうですね、下に絵がありますが、特に比較的低めのもので躯体と言

いますか、サインの両脇にあります支える部分ですか、この辺を少しデ

ザインを加えて他と違うような形で設定しております。

石井専門委員 そういう意味合いですね。

武山部会長 この支柱というかベースと支柱とありますけどこういった素材につ
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いては少しグレードを考えるとか、そう言ったことが必要になってくる

かもしれませんね。

相澤専門委員 すごく細かいんですけど、例ですのでちゃんとやって欲しいなと思っ

ただけなんですが、ＪＲ仙台駅が２００ｍで、地下鉄仙台駅が５０ｍの

地点で市役所５００ｍと勾当台公園４００ｍでは届かないと思うので、

仙台市そんなに小さくない、例ですのでここはちゃんとしたポイントで

書かれた方がいいかと思います。

武山部会長 地元の方がご覧になると一発でわかるという。めくりましてペデスト

リアンデッキの方ですね。学校避難場所誘導サイン、マナーサイン、Ｂ

案あたりは大丈夫かな、ちょっと怖いねこのデザイン、特に１０００㎜

前後ぐらいまでは子どもが、バーンと走ってきて当たるようなことがあ

るので、角のＲは必ず取るようにお願いしたいと思います。

都市景観課長 植込みの中に設置をイメージしているもので、道路上にあるものにつ

いてはしっかりと対応していきたいと思います。

武山部会長 植え込みとかでしたらいいんですけど。イベント演出サイン、これは

今後、色々調整をいただいたうえでとなると思いますが。これ前も発言

しましたが、ベースで仙台市として何にもないときに、標準型のいいデ

ザインのものを用意されておくといいかなと思います。それから防災系

サインということですね。一番後ろのページに先ほど話題になりました

おもてなしサインが出ております。全般通して何か言い忘れていること

追加のご指摘等ございませんか。

今後２７日に、景観審議会の方に今日の内容も踏まえた訂正版がいく

とみて良いですかね。景観審議会でご承認いただくと、そののちにパブ

リックコメントを求めるという流れになっているということです。他、

特になければ本日の審議をこれで終了したいと思います。どうもありが

とうございました。

５．閉会

事務局 最後に次長の村上より一言申し上げます。

村上次長 今回のこちらの資料につきましては、少し練れていないと言います

か、そういう駆け足のなかでやらせていただいて、こういった資料をお

出ししながらということでの専門委員の皆様に失礼を申し上げるとこ

ろでございます。今日お話しを色々とさせていただきましたけども、現

在設置されている歩行者系のサインはそれぞれ担当部局において、平成

１２年のガイドラインに基づき良かれと思って整備をしてきたわけで

ございます。現実問題としまして、今回この専門部会、色々ご検討いた

だくにあたりまして、我々現状の認識というところでやはり問題が多い
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と考えております。我々としましては今日お話をさせていただいた中で

都市景観課が総括として調整役をきっちり担っていくと、その中でまず

は足元と言いますか、行政内部の方もしっかりもちろんやって参ります

し、不特定多数の方がご利用なされる民間施設、公共交通機関であるＪ

Ｒさんはじめバス事業者さん、また先ほどもお話ありましたけども、ホ

テル、商店街そういった方々の十分ご理解とご賛同いただけるように、

ＰＲ等もしっかり努めていくとともに、その中で来年の国連防災世界会

議に向けた準備をきちっとさせていただくことも、大事でございます。

特に先ほどお話があった中でサイン、単なる方向性を示すだけのもので

はなくて仙台の戦略、都市戦略としての都市景観、その中での非常に大

事な部分を占めるとそういった切り口をきっちり大事にしながら、我々

としましても今後ともこの基本方針の部分について時代の要請等に応

えながらしっかり対応できるようにしていきたいと思います。先ほど部

会長からもお話がありましたように、自らがチェックし、また外からの

チェックを受けるそういうような体制も組み入れながら、今後ともサイ

ンそして都市景観行政をしっかりと進めてまいりたいと思います。本当

に専門部会でのご議論大変ありがとうございました。

事務局 それでは以上をもちまして、平成２６年度仙台市景観総合審議会専門

部会を閉会いたします。どうもありがとうございました。


